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講師：ジェーン・ダリンプル氏 

プロフィール： 

 

 

 

 

 

 

  

 

  イギリスに学ぶ  

子ども・若者のアドボカシー 
 子どもの悲惨な虐待死を防げなかったことを教訓に、イギリスでは2002年に子どもアドボカシー 

提供を地方自治体に義務づけました。それ以来、全国で市民団体がアドボケイトを養成し、子ども 

の声が福祉サービスや社会に届くように強力に支援しています。その際大切にされているのが、 

子どもの側に立ち、子どものエンパワメントを支援することです。 

日本でも国による子どもアドボカシーの仕組みづくりの検討が始まり、市民の活動も盛り上がって 

きました。イギリスの経験から学び、私たちに何ができるのかを考えましょう。 

Advocacy for Children and Young People: 

lessons from the UK 

基調講演・ワークショップ 講師 

ジェーン・ダリンプルさん 
Jane Dalrymple 

2019 年 7 月 13 日（土）10：00～15：00 

アクア博多 A 会議室 
 

 コメンテーター  

栄留 里美さん 

(大分大学福祉健康科学部助教) 

 コーディネーター  

堀 正嗣さん 

(熊本学園大学社会福祉学部教授) 

 通 訳  

平野 裕二さん 

(子どもの権利条約ネットワーク（NCRC） 
運営委員) 

  
主催 

イギリスの子どもアドボカシー研究の第一人者。長年のソーシャルワーカー 
経験ののち、子どものアドボカシー団体（現 NYAS）の立ち上げから関わる。 
 

～子どもの声を 社会に届けるために～ 

 

定 員 100 名   参加費 2,000 円（学生 1,500 円） 
 （福岡県福岡市博多区中洲 5 丁目 3-8） 

 

10：00～12：00  基調講演 
 

13：00～15：00  ワークショップ 
 

定 員  50 名   参加費 1,000 円 
 ※ワークショップのみの参加は原則できません 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

\ 2019 年度 アドボケイト養成講座開講のおしらせ / 
子ども NPO センター福岡では、子どもアドボカシーを実践する「子どもアドボケイト」の 
養成講座開講を予定しております。 

 

子どもアドボケイト養成 入門講座 

対象：子ども・子育て支援に携わっている方 

 または子どもの権利に関心がある方 
 ------------- 
全 5 日・10 講座（予定） 
受講料：15,000 円(予定) 定員：40 名 
実施時期：2019 年 7 月～10 月 
 
内容(予定)：子どもアドボカシーの理念と枠組/ 
子どもの声をどう聴きとるか/社会的養護における 
アドボケイトの必要性/コミュニケーションワーク 
ショップ/子どものマイクになろう！/アドボカシーに 
必要な法律の理解 など 
 

子どもアドボケイト養成 専門研修 

対象：2018,2019 年度アドボケイト養成講座 
（入門）を受講完了した方のうち、アドボケイト 
としての専門的な対応を学びたい方 

 ------------ 
全 6 日・14 講座（予定） 
受講料：30,000 円(予定) 定員：20 名 
実施時期：2019 年 10 月～1 月頃  
内容(予定)：子どもの権利の理解/子どもアドボカシー
の意義と役割/子どもアドボカシーの発展と枠組/ 
子どもアドボカシーを必要とする子どもたち/子どもア
ドボカシーの理念・原則・プロセス/アドボカシーにお
ける傾聴のスキル/子どもの意見形成・意見表明の 
支援/アドボカシーに必要な法律の理解/さまざまな 
子どもたちへのアドボカシー/ 
実地研修とスーパービジョン        など 

養成講座へのお申込・お問合せは、子ども NPO センター福岡の HP をご覧下さい。 

7/13 会場（アクア博多）へのアクセス  
地下鉄空港線 ：「中州川端駅」徒歩２分 
西鉄バス  ：「中州」徒歩２分 
   「東中州」徒歩１分 
明治通り沿い 天神→博多方面へ那珂川を 
渡ってすぐ左手の建物です。 
                      アクセスマップ 

 

参加申込票 

７月 13 日（土） ジェーン・ダリンプルさん 講演 ・ 講演+ワークショップ 

   お名前
ふ り が な

             ご所属                       

   ご住所                                  

   TEL              E-mail                                    
                    
 
■上記事項を FAX またはメールで、事務局までお申込ください。 
■申込フォーム（グーグルフォーム）からもお申込いただけます。→  

 

 

※どちらかに○をお付けください。 


